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1 東海の農業・畜産の概要

資料：農林水産省「農業産出額及び生産農業所得（都道府県別）」

１ 農業産出額(令和4年)
○ 東海地域の農業産出額は、5,332億円で全国の農業産出額の5.9%を占めている。
○ 東海地域の畜産物産出額は、1,815億円で、東海地域の農業産出額の34.0%を占めている。
○ 県別では、岐阜県1,129億円(うち畜産422億円[37.4%])、愛知県3,114億円

(うち畜産919億円[29.5%])、三重県1,089億円(うち畜産474億円[43.5%])となっている。
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■東海3県の農業産出額

■ 地域別農業産出額



■東海3県の畜種別産出額

■畜産物産出額

2 東海地域の畜産物産出額(令和4年)
○ 東海地域の畜産物産出額は1,815億円で、全国の畜産物産出額の5.2%を占めている。
○ 畜種別では、東海地域は全国に比べ鶏卵と豚の割合が高く、乳用牛と肉用牛、ブロイラーの割合が低い。
○ 県別では、岐阜県は鶏卵(129億円[30.6%])と肉用牛(121億円[28.7%])、愛知県は

豚(272億円[29.6%])と鶏卵(253億円[27.5%])、三重県は鶏卵(197億円[41.6%]) の割合が高い。
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1 東海の農業・畜産の概要

資料：農林水産省「農業産出額及び生産農業所得（都道府県別）」



1 東海の農業・畜産の概要

3 農業産出額の全国順位(令和4年)
○ 東海3県の畜産物に係る産出額は、いずれの畜種でも愛知県の産出額が最も多い。
〇 愛知県が乳用牛8位(195億円)、豚9位(272億円)、鶏卵6位(253億円)などとなっており、

全国的に見ても産出額が多い。

-3-資料：農林水産省「農業産出額及び生産農業所得（都道府県別）」

乳用牛 肉用牛 豚 鶏卵 ブロイラー

順位 都道府県 産出額 順位 都道府県 産出額 順位 都道府県 産出額 順位 都道府県 産出額 順位 都道府県 産出額

1 北海道 4,660 1 鹿児島 1,228 1 鹿児島 909 1 茨城 548 1 鹿児島 889

2 栃木 469 2 北海道 1,203 2 北海道 550 2 鹿児島 316 2 宮崎 762

3 熊本 332 3 宮崎 826 3 宮崎 520 3 岡山 308 3 岩手 599

4 群馬 250 4 熊本 452 4 群馬 481 4 千葉 297 4 青森 217

5 千葉 249 5 ⾧崎 275 5 千葉 467 5 広島 284 5 北海道 152

6 岩手 245 6 岩手 272 6 岩手 370 6 愛知 253 6 熊本 114

7 茨城 223 7 宮城 263 7 茨城 330 7 栃木 244 7 鳥取 103

8 愛知 195 8 栃木 244 8 栃木 287 8 青森 234 8 佐賀 96

9 岡山 144 9 沖縄 192 9 愛知 272 9 群馬 231 9 岡山 90

10 宮城 129 10 茨城 188 10 熊本 265 10 北海道 223 10 徳島 90
・・・ ・・・

18 愛知 125 21 愛知 32

22 三重 78 19 岐阜 121 22 岐阜 79 14 三重 197 24 岐阜 24

29 岐阜 41 21 三重 106 23 三重 73 19 岐阜 129 30 三重 15

全国 8,844 全国 7,912 全国 6,775 全国 5,716 全国 3,940

・
・
・

・
・
・

・
・
・

■農業産出額の全国順位

(単位:億円) (単位:億円) (単位:億円) (単位:億円) (単位:億円)



２ 乳用牛

１ 乳用牛飼養動向(令和5年)
○ 東海地域の乳用牛の飼養頭数は、31,830頭で、全国の飼養頭数の2.3%を占めている。
○ 県別の飼養頭数では、飼養頭数が最も多いのは愛知県(19,600頭[全国8位])で、岐阜県及び愛知県では

減少傾向であるが、三重県では令和4年以降増加傾向となっている。
○ 一戸当たりの飼養頭数が最も多いのは三重県(一戸当たり237.9頭[全国1位])となっている。

資料：農林水産省「畜産統計調査」
注：各年とも2月1日現在の数値 -4-



２ 乳用牛

2 生乳生産動向(令和4年)
○ 東海地域の生乳生産量は、239.5千トンで、全国の生乳生産量の3.1%を占めている。
○ 東海地域の生乳処理量は、351.7千トンで、全国の生乳処理量の4.6%を占めている。
○ 東海地域では、生乳生産量(239.5千トン)に対して生乳処理量(351.7千トン)が上回っているが、

東海三県外からの移入量が多いためである。

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計調査」 -5-

H30 H31 R2 R3 R4

7,289.0 7,362.3 7,433.3 7,646.5 7,617.5

257.4 250.5 245.0 244.1 239.5

岐阜 35.4 32.9 32.8 33.3 32.0

愛知 167.4 160.4 158.1 154.1 148.2

三重 54.6 57.2 54.1 56.8 59.3

(単位：千トン)

全国

東海地域

■生乳生産量

全国 東海地域 岐阜 愛知 三重

7,617.5 239.5 32.0 148.2 59.3

1,771.0 174.5 93.4 75.4 5.7

1,771.0 62.3 2.0 29.3 31.0

7,617.5 351.7 123.4 194.3 34.0

4,006.0 339.1 122.3 184.8 32.0

3,594.0 10.3 0.3 8.8 1.2

17.5 2.3 0.8 0.7 0.8

生乳処理量

飲用牛乳向け処理量

乳製品向け処理量

その他・欠減

(単位:千トン)■生乳生産および処理量の内訳

生乳生産量

生乳移入量

生乳移出量



２ 乳用牛

3 乳業工場（牛乳処理場及び乳製品工場）
〇 東海地域の乳業工場は33工場で、このうち１日当たりの生乳処理量２トン未満の小規模工場が

16工場となっている。
(資料：農林水産省「牛乳乳製品統計調査」(注：令和4年12月31日時点))

東海地域の主な乳業工場(東海農政局調べ)

グリコマニュファクチャリングジャパン
株式会社岐阜工場 （安八郡安八町）

大内山酪農農業協同組合（度会郡大紀町）

有限会社四日市酪農 （四日市市）

株式会社雪印メグミルク豊橋工場（豊川市）

有限会社牧成舎 （飛騨市）

飛騨酪農農業協同組合 （高山市）

中央製乳株式会社 （豊橋市）

株式会社たかすファーマーズ （郡上市）

東海牛乳株式会社 （安八郡神戸町）

棚橋牛乳 （揖斐郡揖斐川町）

株式会社棚橋牧場 （揖斐郡池田町）

美濃酪農農業協同組合連合会 （美濃市）

関牛乳株式会社 （関市）

協同乳業株式会社東海工場 （犬山市）

株式会社明治愛知工場 （稲沢市）

森永乳業株式会社中京工場 （江南市）

山之村牧場株式会社 （飛騨市）

有限会社山村乳業 （伊勢市） 常滑牛乳合資会社 （常滑市）

-6-



２ 乳用牛

4 6月1日は「牛乳の日」、6月は「牛乳月間」
○ 国連食糧農業機関（FAO）は2001年、牛乳に対する関心を高めると同時に、酪農・乳業の仕事を

多くの方に知ってもらうことを目的として、6月1日を「世界牛乳の日（World Milk Day）」とすること
を提唱。日本でも、日本酪農乳業協会（現・一般社団法人Jミルク）が2007年、これに合わせる形で
6月1日を「牛乳の日」、6月を「牛乳月間」と定めた。

○ 東海農政局では牛乳月間に消費者の部屋で牛乳に関する特別展示を展開。
○ 酪農に従事する青年・女性で組織する全日本酪農青年女性会議では、平成18年度より牛乳の消費拡大を

図るため「父の日に牛乳(ちち)を送ろう!キャンペーン」を実施しており、このキャンペーンの一環
として令和5年6月14日、中部6県(岐阜、愛知、三重、富山、石川、静岡)の酪農青年・女性で組織する
中部酪農青年女性会議から、日ごろ忙しく働くお父さんたちの代表として東海農政局⾧に牛乳が贈呈さ
れた。

■父の日に牛乳（ちち）を贈ろう！キャンペーン
ー東海農政局幹部への牛乳贈呈の様子ー
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３ 肉用牛

１ 肉用牛飼養動向(令和5年)
○ 東海地域の肉用牛の飼養頭数は、106,100頭で、全国の飼養頭数の3.9%を占めている。
○ 県別では、飼養頭数が最も多いのは愛知県(42,400頭[全国21位])、一戸当たりの飼養頭数が最も多い

のは三重県(一戸当たり225.4頭[全国3位])となっている。
○ 東海地域の肉用牛飼養頭数は、近年増加傾向で推移している。

-8-資料：農林水産省「畜産統計調査」
注：各年とも2月1日現在の数値
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３ 肉用牛

資料：農林水産省「畜産物流通統計調査」

2 成牛出荷頭数(令和4年)
○ 東海地域の成牛出荷頭数は、53,521頭で、全国の成牛出荷頭数の4.9%を占めている。
○ 県別及び畜種別の出荷頭数が最も多い畜種は、岐阜県では和牛おす7,785頭(61.8%)、愛知県では

その他おす7,983頭(31.3%)、三重県では和牛めす12,502頭(81.2%)となっている。

岐阜 愛知 三重 その他

11,312 220 337 725

89.8% 1.7% 2.7% 5.8%

3,273 14,570 946 6,736

12.8% 57.1% 3.7% 26.4%

524 5 7,906 6,967

3.4% 0.0% 51.3% 45.2%

岐阜

愛知

三重

12,594

25,525

15,402

出荷頭数
と畜県

■県別出荷先頭数(令和4年)
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めす おす めす おす めす おす

12,594 10,930 3,145 7,785 1,004 993 11 660 296 364

86.8% 25.0% 61.8% 8.0% 7.9% 0.1% 5.2% 2.4% 2.9%

25,525 4,455 1,869 2,586 6,778 4,927 1,851 14,292 7,209 7,983

17.5% 7.3% 10.1% 26.6% 19.3% 7.3% 56.0% 28.2% 31.3%

15,402 12,987 12,502 485 1,417 1,348 69 998 663 335

84.3% 81.2% 3.1% 9.2% 8.8% 0.4% 6.5% 4.3% 2.2%

岐阜

愛知

三重

■県別品種別出荷頭数(令和4年)

出荷頭数
和牛 乳牛 その他



３ 肉用牛

資料：厚生労働省「と畜、食鳥検査に関する実態調査の結果について
(令和5年8月3日)」

3  と畜場、食肉卸売市場及び家畜市場
〇 東海管内には、大動物のと畜許可を有すると畜場が9か所、食肉卸売市場が5か所、肉用子牛等の

取引などをを行う家畜市場が6か所設置されている。
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と畜場 設置者 許可頭数

飛騨食肉センター 組合・その他 76

岐阜市食肉地方卸売市場 市町村 75

関市食肉センター 市町村 20

養老町立食肉事業センター 市町村 70

東三河食肉流通センター 会社 65

名古屋市南部と畜場 市町村 100

半田食肉センター 組合・その他 12

四日市市食肉センター 市町村 50

松坂食肉流通センター 会社 100

(単位:頭数/日)

岐阜

愛知

三重

名称 所在地 名称 所在地 名称 所在地

高山市 飛騨家畜流通センター 高山市

岐阜市 岐阜県中央家畜市場 岐阜市

関市食肉センター 関市 関家畜流通センター 関市

養老町立食肉事業センター 養老町

豊橋市 あいち家畜市場 豊橋市

名古屋市

半田食肉センター 半田市

四日市市 伊賀家畜市場 伊賀市

松坂食肉流通センター 松坂市 松坂家畜市場 松坂市

と畜場 食肉卸売市場 家畜市場

岐阜

飛騨食肉センター(飛騨ミート地方卸売市場)

岐阜市食肉地方卸売市場(岐阜市食肉地方卸売市場)

三重
四日市市食肉センター(四日市市食肉地方卸売市場)

愛知

東三河食肉流通センター(地方卸売市場東三河食肉流通センター)

名古屋市南部と畜場(名古屋市中央卸売市場南部市場)



４ 豚

１ 豚の飼養動向(令和5年)
○ 東海地域の豚の飼養頭数は、496,300頭で、全国の飼養頭数の5.5%を占めている。
〇 県別では、飼養頭数が最も多いのは愛知県(308,700頭[全国10位])、一戸当たりの飼養頭数が最も多い

のは岐阜県(一戸当たり3,504頭[全国10位])となっている。
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106,300 (-6.1%)

99,800 
(-20.0%)

79,800 

(+12.4%)

89,700 

(+9.4%)

98,100 

332,700 

増減率

(+6.0%)

352,700 (-17.2%)

291,900 

(+4.7%)

305,500 

(+1.0%)

308,700 

102,300 

(+8.5%)

111,000 
(-9.9%)

100,000 
(-15.4%)

84,600 

(+5.8%)

89,500 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

H30 H31 R3 R4 R5

単位：頭数

(飼養頭数)

■豚飼養頭数の推移 岐阜県 愛知県 三重県

注2：豚、採卵鶏及びブロイラーは、2020年農林業センサス
実施年のため、令和２年の調査は休止

資料：農林水産省「畜産統計調査」
注1：各年とも2月1日現在の数値



2 と畜場、食肉卸売市場
○ 東海管内には、小動物のと畜許可を有すると畜場が９か所、食肉卸売市場が6か所設置されている。

４ 豚

-12-資料：厚生労働省「と畜、食鳥検査に関する実態調査の結果について
(令和5年8月3日)」

と畜場 設置者 許可頭数

岐阜市食肉地方卸売市場 市町村 600

養老町立食肉事業センター 市町村 290

関市食肉センター 市町村 100

名古屋市南部と畜場 市町村 1,000

東三河食肉流通センター 会社 1,200

豊田食肉センター 組合・その他 395

半田食肉センター 組合・その他 300

四日市市食肉センター 市町村 350

松坂食肉流通センター 会社 550

愛知

三重

(単位:頭数/日)

岐阜

名称 所在地 名称 所在地

岐阜市

養老町立食肉事業センター 養老町

関市食肉センター 関市

名古屋市

豊橋市

豊田市

半田市

四日市市

松坂食肉流通センター 松坂市
三重

四日市市食肉センター(四日市市食肉地方卸売市場)

愛知

名古屋市南部と畜場(名古屋市中央卸売市場南部市場)

東三河食肉流通センター(地方卸売市場東三河食肉流通センター)

豊田食肉センター(豊田食肉地方卸売市場)

半田食肉センター(半田食肉市場)

と畜場 食肉卸売市場

岐阜
岐阜市食肉地方卸売市場(岐阜市食肉地方卸売市場)



５ 鶏卵

1 採卵鶏の飼養動向(令和5年)
○ 東海地域の採卵鶏飼養羽数は、15,269千羽で、全国の飼養羽数の11.9%を占めている。
○ 県別では、愛知県(112戸[全国1位])が最も飼養戸数が多く、次いで三重県(64戸[5位])、

岐阜県(59戸[8位])となっている。
○ 一戸当たりの飼養羽数が最も多いのは、三重県(一戸当たり74.7千羽[全国20位])となっている。

-13- 注2：豚、採卵鶏及びブロイラーは、2020年農林業センサス
実施年のため、令和２年の調査は休止

資料：農林水産省「畜産統計調査」
注1：各年とも2月1日現在の数値



５ 鶏卵

2 鶏卵の生産状況
○ 東海地域の鶏卵生産量は、近年275千トン前後で推移しており、全国の生産量の約10~11%を占めている。
○ 県別では、愛知県(令和4年:120千トン)が最も生産量が多く、次いで三重県(令和4年:95千トン)、

岐阜県(令和4年:62千トン)となっている。
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資料1：農林水産省「畜産物流通統計調査」
資料2：農林水産省「家畜の飼養に係る衛生管理の状況等の公表」

注1：資料2は各年とも2月1日現在の数値

H29 H30 H31 R2 R3
51 48 51 47 46
25 25 26 26 23

シェア 49.0% 52.1% 51.0% 55.3% 50.0%
4,500 4,437 4,297 4,116 3,816

2,478 2,388 2,422 2,421 2,207
(単位:千羽) シェア 55.1% 53.8% 56.4% 58.8% 57.8%

■うずら飼養羽数の推移

飼養戸数

飼養羽数
全国

愛知県

全国
愛知県

<参考：うずらの飼養状況>
○ 令和3年時点で、小規模農場(100羽

未満)を除く愛知県の飼養戸数は、
23戸(全国シェア50.0%)、飼養羽数
は2,207千羽(全国シェア57.8%)と
なっている。

○ 飼養羽数が100千羽以上の6県で、
飼養羽数全国の産出額の96.7%を
占めている。

全国 愛知県 群馬県 千葉県 静岡県 熊本県 埼玉県

3,816 2,207 550 470 198 138 127

57.8% 14.4% 12.3% 5.2% 3.6% 3.3%

飼養羽数(千羽)

全国シェア

■うずら飼養羽数上位都道府県(令和3年)

注2 : うずらの飼養戸数及び飼養羽数は小規模農場(100羽未満)を除く



６ ブロイラー

１ 飼養動向(令和5年)
○ 東海地域のブロイラー飼養羽数は、2,685千羽で、全国の飼養羽数の1.9%を占めている。
○ 県別の飼養羽数は、最も飼養羽数が多いのは愛知県(1,048千羽[全国24位])で、一戸当たりの飼養羽数

が最も多いのも愛知県(一戸当たり87.3千羽[全国6位])となっている。

-15- 注2：豚、採卵鶏及びブロイラーは、2020年農林業センサス
実施年のため、令和２年の調査は休止

資料：農林水産省「畜産統計調査」
注1：各年とも2月1日現在の数値



資料：厚生労働省「と畜・食鳥検査等に関する実態調査の結果について
(令和5年8月3日)」

2 食鳥処理場
○ 東海管内では、岐阜県で４か所、愛知県で６か所、三重県で１か所、計11か所の食鳥検査対象施設が

ある。

６ ブロイラー（肉用鶏）

-16-

名称 区分 所在地 開設年 許可羽数

岐阜アグリフーズ株式会社 ブロイラー 山県市 1991 3,000

コーチンミライズ株式会社 ブロイラー 海津市 2020 260

農事組合法人東濃ミートセンター ブロイラー 中津川市 1992 1,997

(株)ギフショク 成鶏 岐阜市 1993 1,300

(株)奥三河どり ブロイラー 犬山市 2002 3,018

(株)マルセ ブロイラー 田原市 1992 941

一般社団法人シライフーズ 成鶏 豊橋市 2020 4,000

株式会社丸文牧野株式会社 成鶏 豊橋市 1992 1,210

丸トポートリー食品株式会社 ブロイラー 豊橋市 2010 1,829

六ツ美養鶏加工株式会社 成鶏 岡崎市 1992 4,000

三重 三重チキン株式会社 ブロイラー 松坂市 2013 1,444

■東海地域の食鳥処理場(令和5年4月1日時点) (単位:千羽/年)

岐阜

愛知



7 飼料

１ 作物作付面積(令和2年)
○ 令和2年産作物作付面積に占める飼料用作物(飼料用米、発酵粗飼料用稲を含む)の割合は、全国が

940,967ha(30.5%)に対して、東海地域は10,072ha(8.4%)となっている。
〇 飼料用作物作付面積に占める作物別の割合は、都府県が牧草(188,800ha[53.5%])、

飼料用米(70,685ha[20.0%])の順になっているのに対し、東海地域では飼料用米(5,155ha[51.2%])、
牧草(3,498ha[34.7%])となっており、飼料用米の割合が高くなっている。

資料1：農林水産省「令和2年作物統計調査」
資料2：農林水産省「令和2年産新規需要米の生産量」
資料3：農林水産省「令和2年産水田における作付状況について」

■作物作付面積に占める飼料用作物の割合

■飼料用作物作付面積に占める作物別の割合

-17-
注1:作付面積調査の時期は作物ごとに異なる。
注2:統計上、飼料用米、発酵粗飼料用稲は新規需要米に含まれるが、

ここでは便宜上飼料用作物に含めて扱う。



2 県別飼料用作物の作付面積の推移①
〇 東海管内における牧草の作付面積は、近年減少傾向で推移している。
〇 青刈りとうもろこし及びソルゴーの作付面積は牧草に比べ小さく、近年減少傾向で推移している。

資料：農林水産省「作物統計調査」
注1：各年収穫期時点の数値
注2：H30以降集計が3年ごと

7 飼料

-18-



7 飼料

2 県別飼料用作物の作付面積の推移②
〇 飼料用米の作付面積は、年ごとに増減が見られ、令和5年は前年より8.0%少ない7,962haとなった。
〇 発酵粗飼料用稲の作付面積は飼料用米と比較して小さく、年ごとに増減が見られるものの、令和2年以降は

増加傾向で推移している。

資料：農林水産省「令和5年新規需要米の都道府県別の
取組計画認定状況(9月15日現在)」 -19-



8 その他

東海管内の輸出認定施設数
〇 畜産物の輸出については、動物検疫所による輸出検疫のほか、輸出相手国・地域の規制に基づき、

認定施設における屠畜・解体、衛生証明書の添付等を規定した輸出条件を定めている場合がある。

資料：農林水産省ホームページから東海農政局畜産課にて作成
注１：○は認定施設がある国・品目を示す。
注２：同一の施設が複数国の認定を受けていることがある。

※について：「アメリカ」向け又は「英国・欧州連合・スイス・
リヒテンシュタイン・ノルウェー」向け認定施設から
ニュージーランド向けに牛肉を輸出できる。-20-

岐阜 愛知 三重 岐阜 愛知 三重 岐阜 愛知 三重 岐阜 愛知 三重

インドネシア ○ 1 ○ ○

シンガポール ○ 1 5 ○

タイ ○

韓国 ○

フィリピン ○ 1

ベトナム ○ 1 3 ○ ○ 4

マレーシア ○

ミャンマー ○ 1 3

台湾 ○ 1

香港 ○ 1 ○ 1 3 ○ 5 ○ 6 13 9

マカオ ○ 1 6 1 ○ ○ 2

オーストラリア ○ 1

ニュージーランド ○ 1(※)

アメリカ ○ 1

カナダ ○ 1

アルゼンチン ○ 1

ウルグアイ ○

ブラジル ○

メキシコ ○

英国・欧州連合・スイス・リヒテン

シュタイン・ノルウェー
○ 1

ロシア ○

アラブ首⾧国連合 ○

カタール ○

サウジアラビア ○

バーレーン ○

中東

殻付き卵

アジア

大洋州

北米

中南米

欧州

鶏肉

■輸出施設の認定数(令和6年1月時点)

地域 輸出国
牛肉 豚肉


